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一
九
四
三
年
五
月

八
月

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
を
め
ぐ
る
文
学
場
・
文
学
者
の
動
向
／
松
本
和
也

こ
の
期
間
に
お
け
る
最
大
の
出
来
事
は
、
ア
ッ
ツ
島
部
隊
の
玉
砕
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
局
の
展
開
上
、

重
要
で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
大
本
営
発
表
を
は
じ
め
と
し
た
報
道
（
の
タ
イ
ミ
ン
グ
）
の
問
題
で

も
あ
れ
ば
、
文
学
者
に
と
っ
て
は
そ
の
出
来
事
／
報
道
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
い
か
に
し
て
言
語
化
す
る

か
と
い
う
文
学
的
課
題
で
も
あ
り
、
総
じ
て
表
象
を
め
ぐ
る
問
題
系
を
集
約
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
検
討
に
先
立
ち
、
こ
の
期
間
の
文
学
場
に
お
け
る
動
向
を
三
点
ほ
ど
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
つ
め
は
、
火
野
葦
平
を
中
心
と
し
た
戦
争
小
説
の
発
表
で
あ
る
。
火
野
は
『
陸
軍
』
連
載
（「
朝
日
新

聞
」
一
九
四
三
・
五
・
一
一
～
一
九
四
四
・
四
・
二
五
）
を
開
始
し
た
他
、「
オ
ロ
ン
ガ
ボ
の
一
日
」（
六

月
、「
八
雲
」）『
真
珠
艦
隊
』（
七
月
、
朝
日
新
聞
社
）、『
ヘ
イ
タ
イ
ノ
ウ
タ
』（
七
月
、
成
徳
書
院
）
が
著

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
里
村
欣
三
「
青
年
将
校
」（「
中
央
公
論
」
八
月
）
な
ど
も
く
わ
わ
る
。

二
つ
め
と
し
て
は
、
徴
用
作
家
に
よ
る
外
地
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
の
発
表
が
あ
げ
ら
れ
る
。
最
も

精
力
的
に
作
品
を
発
表
し
た
の
は
、
ビ
ル
マ
に
行
っ
た
高
見
順
で
、「
シ
ッ
タ
ン
河
を
渡
る
」（「
日
の
出
」

五
月
）、「
戦
場
の
童
謡
」（「
新
太
陽
」
五
月
）、「
袖
し
ぐ
れ
」（「
新
潮
」
五
月
）、「
ノ
ー
カ
ナ
の
こ
と
」

（「
日
本
評
論
」
六
月
）
な
ど
を
書
き
継
い
で
い
っ
た
。
他
に
も
、
榊
山
潤
『
ビ
ル
マ
の
朝
』（
六
月
、
今

日
の
問
題
社
）、
大
江
賢
次
『
ジ
ャ
ワ
を
往
く
旗
』（
七
月
、
朝
日
新
聞
社
）、
富
澤
有
為
男
『
ジ
ャ
ワ
文
化

戦
』（
七
月
、
日
本
文
林
社
）
な
ど
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
三
つ
め
と
し
て
、
や
は
り
前
後
す
る
時
期
の
動
向
を
集
約
し
た
評
論
集
の
上
梓
が
あ
げ
ら
れ
る
。

板
垣
直
子
『
現
代
日
本
の
戦
争
文
学
』（
五
月
、
六
興
商
会
出
版
部
）
が
出
版
さ
れ
る
一
方
で
、
矢
崎
弾

『
近
代
自
我
の
日
本
的
形
成
』（
七
月
、
鎌
倉
書
房
）
や
山
本
健
吉
『
私
小
説
作
家
論
』（
八
月
、
実
業
之
日

本
社
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
時
代
の
わ
か
り
や
す
い
反
映
だ
が
、
大
正
期
以
来
の
〝
古
い
〟

テ
ー
マ
に
み
え
る
後
者
も
、
昭
和
一
六
年
以
降
、
歴
史
小
説
（
言
説
）
と
私
小
説
（
言
説
）
と
が
理
念
的

な
近
接
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
コ
イ
ン
の
両
面
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

以
上
を
総
じ
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
、
特
定
の
文
学
者
に
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
率
を
以

松本和也

【
戦
局
】

▼
５
月

・

日
、
米
軍
、
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸
。

12
・

日
、
日
本
軍
守
備
隊
、
ア
ッ
ツ
島
に
て
、

29二
五
〇
〇
人
玉
砕
。

▼
７
月

・

日
、
連
合
軍
、
シ
チ
リ
ア
へ
上
陸
。

10
・

日
、
日
本
軍
、
キ
ス
カ
島
よ
り
撤
退
。

29
▼
８
月

・

日
、
米
英
軍
、
ベ
ル
リ
ン
重
爆
撃
。
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て
文
学
者
個
々
人
の
立
場
・
資
質
に
ま
で
着
実
に
食
い
こ
ん
で
い
る
様
相
が
確
認
で
き
る
。

で
は
、
ア
ッ
ツ
島
部
隊
の
玉
砕
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
文
学
場
の
動
向
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
、
新
聞
報
道
を
参
照
し
て
み
た
い
。
ア
ッ
ツ
島
の
戦
闘
自
体
は
、「
敵
ア
ッ
ツ
島
に
上
陸
／
わ
が

軍
邀
撃
奮
戦
／
キ
ス
カ
島
に
敵
影
な
し
」（「
読
売
新
聞
」
五
・
一
五
）
と
い
っ
た
報
道
以
降
、（
必
ず
し
も

日
本
軍
優
位
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
）
膠
着
し
た
戦
況
が
折
々
報
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。
実
際
は
、
五
月
一

二
日
か
ら
始
ま
っ
た
戦
闘
は
一
七
日
間
つ
づ
き
、
つ
い
に
二
九
日
に
日
本
守
備
隊
は
玉
砕
す
る
。
そ
の
こ

と
は
、「
ア
ッ
ツ
島
に
皇
軍
の
神
髄
を
発
揮
／
山
崎
部
隊
長
ら
全
将
兵
壮
絶
・
夜
襲
を
敢
行
玉
砕
／
敵
二

万
・
損
害
六
千
」（「
朝
日
新
聞
」
五
・
三
一
）、「
ア
ッ
ツ
島
の
我
守
備
部
隊
二
千
数
百
名
全
員
玉
砕
す
／

皇
軍
の
神
髄
こ
こ
に
発
揮
」（「
読
売
新
聞
」
五
・
三
一
）
と
い
っ
た
見
出
し
で
、
三
一
日
付
け
の
紙
面
か

ら
報
じ
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
間
、
文
学
者
も
新
聞
紙
上
で
発
言
し
て
い
く
。
吉
川
英
治
は
「
ア
ッ
ツ
の
死

闘
こ
そ
天
意
の
指
揮
刀
だ

悲
涙
に
誓
え
邁
進
の
心
」（「
朝
日
新
聞
」
五
・
三
一
）
に
お
い
て
、「
こ
の
ア

ツ
ツ
島
の
こ
と
を
見
る
こ
と
は
、
我
我
の
悲
涙
を
踏
ん
で
立
つ
た
勇
壮
を
い
よ
い
よ
猛
な
ら
し
め
て
く
れ

る
天
意
の
指
揮
刀
だ
と
も
思
ふ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
斎
藤
茂
吉
は
「
神
の
御
軍

ア
ツ
ツ
島
の
忠
魂
に

捧
ぐ
」（「
朝
日
新
聞
」
六
・
一
）
と
題
し
て
、
以
下
の
五
首
を
詠
ん
だ
。

守
備
隊
の
死
憤
の
つ
ひ
の
突
撃
を
泣
か
む
涙
に
加
護
あ
ら
せ
た
ま
へ

こ
の
島
に
二
千
た
め
ら
ふ
こ
と
な
く
て
神
の
御
軍
の
か
ば
ね
と
な
り
ぬ

わ
れ
等
い
ま
厳
か
の
涯
の
悲
し
さ
を
何
に
ま
う
さ
む
や
涙
ぞ
た
ぎ
つ

ひ
と
り
だ
に
生
き
の
こ
ら
じ
と
打
た
え
し
す
め
ら
御
軍
の
た
ま
し
ひ
ぞ
こ
れ

か
な
し
さ
に
直
に
一
つ
な
る
心
に
て
今
こ
そ
は
哮
べ
わ
が
雄
た
け
び
を

各
誌
七
月
号
に
お
い
て
も
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
文
章
が
発
表
さ
れ
て
い
く
。
尾
崎
士

郎
「
一
文
学
者
の
言
葉

ア
ッ
ツ
島
死
士
の
霊
を
弔
う
」（「
新
潮
」）、
神
保
光
太
郎
「
歴
史

ア
ッ
ツ
島

の
英
霊
に
捧
ぐ
」（「
文
藝
」）、
横
光
利
一
「
ア
ッ
ツ
島
を
憶
ふ
」（「
改
造
」）
な
ど
で
あ
る
。

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
は
、
個
人
／
文
学
者
双
方
の
視
座
か
ら
、
太
宰
治
に
と
っ
て
も
重
い
意
味
を
も
つ
出
来

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
５
月

・

日
、
中
央
公
論
社
社
員
木
村
亨
ら
四
人
、

26富
山
県
泊
町
で
細
川
嘉
六
と
共
産
党
再
建

謀
議
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る（
横
浜
事
件
）。

▼
６
月

・
４
日
、
閣
議
、
戦
時
衣
生
活
簡
素
化
実
施

要
綱
決
定
。

・

日
、
警
視
庁
、
国
民
徴
用
令
関
係
違
反

10者
七
七
六
人
を
検
挙
。

・

日
、
閣
議
、
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立

25要
綱
を
決
定
。

▼
７
月

・
１
日
、
経
済
市
況
の
放
送
中
止
。

▼
８
月

・

日
、
中
央
電
力
調
整
委
員
会
、
電
力
消

12費
規
制
実
施
方
針
要
綱
を
決
定
。
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事
で
あ
っ
た
。
山
内
祥
史
『
太
宰
治
の
年
譜
』
か
ら
、
当
該
箇
所
を
次
に
引
い
て
お
く
。

〔
昭
和
十
八
年
〕
五
月
二
十
九
日

夜
半
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
守
備
隊
山
崎
部
隊
が
全
滅
し
た
。
戦
死

し
た
隊
員
二
千
五
百
有
余
。
翌
五
月
三
十
日
午
後
五
時
、
ア
ッ
ツ
島
部
隊
の
玉
砕
が
大
本
営
発
表
さ

れ
た
。
八
月
二
十
九
日
、
新
聞
で
三
田
循
司
の
戦
死
を
知
っ
た
戸
石
泰
一
が
、「
う
わ
ず
つ
た
手
紙
」

を
書
い
て
知
ら
せ
て
き
た
。
二
階
級
特
進
で
陸
軍
兵
長
で
あ
っ
た
。
最
後
ま
で
彼
は
最
下
級
の
兵
で

あ
っ
た
の
だ
。「
暑
い
夏
の
日
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

戸
石
泰
一
と
三
田
循
司
は
太
宰
治
の
愛
読
者
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
交
流
も
あ
っ
た
。
そ
の
戸
石
が
知

ら
せ
る
通
り
三
田
が
ア
ッ
ツ
島
で
戦
死
し
て
お
り
、
つ
ま
り
太
宰
に
と
っ
て
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
と
は
、
身
近

な
者
の
死
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
戦
局
を
直
接
的
に
体
感
す
る
出
来
事
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
三
田

と
戸
石
と
い
う
二
人
の
青
年
の
こ
と
を
、
太
宰
は
後
に
「
散
華
」（「
新
若
人
」
一
九
四
四
・
三
）
と
題
し

て
小
説
化
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
は
戦
時
下
に
お
け
る
創
作
が
、
戦
局
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
や
、

現
実
的
な
諸
条
件
の
中
で
公
／
私
の
距
離
が
狭
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
間
の
太
宰
治
の
文
学
活
動
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

「
新
潮
」
五
月
号
に
辻
小
説
と
し
て
発
表
し
た
「
赤
心
」
は
、
そ
の
後
、
日
本
文
学
報
国
会
編
『
辻
小

説
集
』（
一
九
四
三
・
七
、
八
紘
社
杉
山
書
店
）
に
収
録
さ
れ
る
。「
八
雲
」
第
二
輯
「
小
説
戯
曲
篇
」
に

発
表
し
た
「
帰
去
来
」
は
、
太
宰
治
を
彷
彿
と
さ
せ
る
主
人
公
「
私
」
が
一
〇
年
振
り
に
故
郷
（
青
森
）

に
帰
郷
す
る
物
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
戦
局
や
そ
れ
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
故
郷
の
再
発
見
）
と

の
切
り
結
び
が
み
て
と
れ
、
そ
れ
は
公
／
私
の
合
一
化
と
い
う
文
学
場
の
動
向
と
も
共
振
し
て
い
る
。

ま
た
、
九
月
刊
行
予
定
の
『
右
大
臣
実
朝
』（
錦
城
出
版
社
）
に
つ
い
て
、
芳
賀
檀
が
「
こ
ん
ど
太
宰
治

が
『
ユ
ダ
ヤ
人
実
朝
』
を
書
い
た
」
と
放
言
し
た
と
い
う
揶
揄
的
な
噂
話
は
、
八
月
一
〇
日
頃
の
出
来
事

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
噂
話
自
体
、
文
学
者
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
や
言
動
が
、
戦
局
と
連
動
し
た
文
学

場
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
緊
張
感
の
中
で
、
過
剰
に
意
味
づ
け
ら
れ
て
い
く
状
況
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
別
の
か
た
ち
で
現
実
化
す
る
と
、
太
宰
治
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
章
克
標
訳

松本和也

【
文
化
】

▼
５
月

・

日
、
日
本
美
術
報
国
会
創
立
。

18
・
「
少
國
民
文
學
」
創
刊
。

・
大
東
亜
文
学
者
決
戦
会
議
開
か
れ
る
。

▼
７
月

・

日
、
日
本
文
学
報
国
会
主
催
に
よ
る
み

21そ
ぎ
錬
成
会
開
催
。

▼
８
月

・

日
、
島
崎
藤
村
没
。

22
・

日
、
大
東
亜
文
学
者
決
戦
大
会
（
～

25

27

日
）
。

・

日
、
文
化
学
院
、
強
制
閉
鎖
と
な
る
。

31
・
「
文
學
報
國
」
（
文
学
報
国
会
機
関
誌
）

創
刊
。
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「
蟋
蟀
」
と
し
て
『
現
代
日
本
小
説
選
集
１
』（
太
平
洋
書
局
／
未
見
）
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

他
に
、
や
は
り
若
い
愛
読
者
と
の
間
に
、
後
の
文
学
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く
ご
く
私
的
な
出
来
事
も

あ
っ
た
。「
木
村
重
太
郎
宛
太
宰
治
封
書
」（
一
九
四
三
・
七
・
一
一
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
七
月
一
一

日
、
自
殺
に
よ
っ
て
果
て
た
木
村
庄
助
の
遺
志
に
よ
っ
て
日
記
全
一
二
冊
が
太
宰
治
の
も
と
に
送
ら
れ
て

き
た
。『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』（
一
九
四
六
・
六
、
河
北
新
報
社
）
は
こ
の
日
記
を
素
材
と
し
て
い
る
。

最
後
に
、
文
学
者
に
対
す
る
時
局
の
影
響
と
し
て
、
検
閲
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
。

「
中
央
公
論
」
誌
上
で
、
一
九
四
三
年
一
月
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』
は
、
第

三
回
掲
載
予
定
の
六
月
号
で
、「
自
粛
的
立
場
か
ら
今
後
の
掲
載
を
中
止
」（
編
集
部
「
お
断
り
」）
と
さ
れ
、

連
載
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
中
央
公
論
」
六
月
号
に
発
表
さ
れ
た
岸
田
國
士
「
か
へ
ら
じ

と

日
本
移
動
演
劇
連
盟
の
た
め
に
」
が
、
や
は
り
陸
軍
報
道
部
の
干
渉
を
受
け
る
。
松
下
英
麿
『
去
年

の
人

回
想
の
作
家
た
ち
』（
一
九
七
七
・
八
、
中
央
公
論
社
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

そ
の
〔「
か
へ
ら
じ
と
」
の
〕
見
本
刷
り
を
陸
軍
報
道
部
に
届
け
る
と
、
当
時
総
合
誌
の
担
当
で
あ
っ

た
杉
本
と
い
う
少
佐
が
一
読
し
て
激
怒
し
た
。
す
ぐ
電
話
が
あ
っ
て
、
編
集
部
長
を
大
本
営
報
道
部

に
呼
び
つ
け
て
、「
日
本
が
興
亡
浮
沈
の
瀬
戸
際
に
あ
る
と
き
、
こ
う
い
う
だ
ら
し
な
い
芝
居
を
の
せ

る
と
は
何
た
る
こ
と
だ
。
海
に
山
に
死
闘
を
つ
づ
け
て
い
る
皇
軍
の
規
律
は
、
こ
ん
な
も
の
で
は
な

い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
国
民
の
士
気
を
減
退
さ
せ
る
も
の
だ
。
か
か
る
作
品
を
掲
載
し
た
雑
誌
の
発

売
を
許
可
す
る
わ
け
に
い
は
ゆ
か
ぬ
」
と
き
め
つ
け
た
。

結
局
は
削
除
と
な
り
、
事
実
上
の
発
売
禁
止
と
な
っ
た
「
中
央
公
論
」
は
、
次
号
で
休
刊
と
な
る
。

こ
の
間
の
太
宰
は
と
い
え
ば
、「
改
造
」
七
月
号
掲
載
予
定
で
執
筆
し
た
「
花
吹
雪
」
と
、
七
月
頃
「
日

本
読
書
新
聞
」
掲
載
予
定
で
執
筆
し
た
「
革
財
布
」
が
、
い
ず
れ
も
掲
載
さ
れ
ず
に
返
送
さ
れ
て
い
た
。

後
に
、
前
者
は
『
佳
日
』（
一
九
四
四
・
八
、
肇
書
房
）
に
収
載
さ
れ
、
後
者
は
「
日
本
医
科
大
学

公
団

時
報
」（
一
九
四
四
・
一
・
二
五
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
太
宰
に
と
っ
て
も
、
書
い
た
も
の
が
予
定

通
り
発
表
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
程
度
に
は
、
時
局
は
迫
っ
て
き
て
い
た
の
だ
。

太宰治と戦争1941-1945

【
代
表
作
】

▼
５
月

・
菊
池
寛
「
海
行
か
ば
」（「
主
婦
之
友
」）

・
太
宰
治
「
赤
心
」（「
新
潮
」）

・
田
中
英
光
「
少
年
支
那
兵
」（「
新
文
化
」）

・
山
田
清
三
郎
『
建
国
列
伝
１
』（
満
洲
新

聞
社
）

▼
６
月

・
岸
田
國
士
「
か
へ
ら
じ
と
」（「
中
央
公
論
」）

・
中
村
地
平
「
馬
来
人
サ
ー
ラ
ム
」（「
文
藝
」）

・
太
宰
治
「
帰
去
来
」（「
八
雲
」）

・
金
子
洋
文
『
菊
あ
か
り
』（
有
光
社
）

▼
７
月

・
榊
山
潤
「
特
派
員
」（「
新
潮
」）

・
呂
赫
若
「
石
榴
」（「
台
湾
文
學
」）

・
中
島
敦
「
李
陵
」（「
文
學
界
」）

・
日
本
文
学
報
国
会
編
『
辻
小
説
集
』（
八

紘
社
杉
山
書
店
）

▼
８
月

・
大
林
清
「
マ
ラ
イ
の
虎
」（「
少
年
倶
楽
部
」

～

年
７
月
ま
で
）

19

・
里
村
欣
三
「
青
年
将
校
」（「
中
央
公
論
」）

・
日
本
文
学
報
国
会
篇『
大
東
亜
戦
争
歌
集
』


